
◆ポスター内容や共同研究等について問合せ：

ゼロ次予防戦略によるWell Active Community（WACo）の
デザイン・評価技術の創出と社会実装

第3回JST OPERAシンポジウム

コンソーシアム名「Well Active Community 共創コンソーシアム」
領域統括 森千⾥（千葉⼤学⼤学院 医学研究院 環境⽣命医学 教授・予防医学センター センター⻑）

■ 背景
健康寿命の延伸、⾼齢化に伴う労働⼈⼝減少、⽣産性の低下は、我が国の最重要課題である。
千葉⼤学OPERAでは、社会システムに変⾰をもたらし、市場の開拓を成しうる新たな価値とし
て「Well Active Community」略称｢WACo（ワコ）｣（暮らしているだけで健康・活動的になれ
るコミュニティ）を提案する。これは、WHOが提唱する、本⼈が意識的努⼒をせずとも暮らし
ているだけで健康になれるゼロ次予防に⽴脚し、環境を改善することで、健康（Well）で活動
的（Active）な空間・地域（Community）を実現するものである。ここでいう健康には、⾝体
的健康に加え、⼼の健康や⽣きがい・幸福感などのWell-beingが含まれる。
具体的には、ゼロ次予防に⽴脚し、環境を改善することで、健康で活動的な空間・地域
「WACo」の実現を⽬指す。健康増進に寄与する住まい・オフィス・公共空間に溢れ、空間・
地域の特徴や資源を活かした、⾝体活動や社会参加が増加するウェルネスプログラムを備え、
⾏動・健康と地域環境の解析や評価に基づき、ハード、ソフト両⾯の改善や更新を促すしくみ
を構築することを⽬指してきた。

■ ゼロ次予防とは
疾患になる前の段階から⾏う予防の中でも、最も根本的な（原因の原因にあたる）環境⾯から
アプローチすることを指している。個⼈の意志だけではなく、個⼈が属する環境⾯から調節・
整備をすることで、個⼈が意識をしなくても⾃然と健康になれる仕組みを⽬指す。

■ 千葉⼤学OPERAが⽬指すWACo（Well Active Community）とは
WHOが提唱する、本⼈が意識的に努⼒をせずとも暮らしているだけで健康になれるゼロ次予
防に⽴脚し、環境を改善することで、健康（Well）で活動的（Active）な空間・地域
（Community）を実現するものである。ここでいう健康には、⾝体的健康に加え、⼼の健康
や⽣きがい・幸福感などのWell-beingが含まれる。⼈々の⽣活のあらゆるシーンや、暮らす環
境である建物、地域などの環境において、ゼロ次予防の要素が組み込まれた状態を⽬指す。
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■ WACoのアプローチ
我々が⽬指す環境からのアプローチは、環境汚染や有害物質のようなリスクを低減するだけで
はなく、⼼⾝の健康をより維持し増進できる（よりアクティブになれる）社会を⽬指す。
⼈を取り巻く多様な環境・サービスにゼロ次予防の要素が組み込まれることで、WACoが実現

される。また、時間軸も考え、最も脆弱な胎児期から⾼齢期までの予防を対象とする。
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■ キーテクノロジー・研究開発課題
設定したキーテクノロジーは、「1：ゼロ次予防デザイ

ン・実装技術」、「2：ゼロ次予防データプラットフォー
ム」、「3：指標開発・評価技術」である。これらは、輪
のように相互に連関し｢WACo｣の構築に寄与し、技術・商
品・サービス開発のボトルネックを解消することで産業
創出及び育成を実現する。

■ OPERA期間中の主な実績・成果

プロトタイプ ３件
• オフグリッド可搬空間『EcoCabin』
• 健康に配慮した家庭⽤エアコン
• 環境センサシステム

実⽤化 ２件
• 健築コンセプティングツールまちづくり版
• WACoタウンアプリ

事業化 ５件
• 滞在型ウェルネスプラン ハーブガーデンセラピー
• 健康まちづくりコード
• ウェルネストラック in イオンモール⼟岐
• ウェルネストラック in イオンモール豊川
• TOKIWALK（ウェルネストラック in 常盤平団地）

特許出願 １件
• 環境センサシステム（特願2023-134715）

社会実装実績 研究発表実績
掲載済み論⽂ 168件（うち査読論⽂158件）
• 基礎研究 167件(159件)
• 応⽤研究（プロトタイプ・サービス等の評価）

11件(9件)

発表 168件 プレス発表 108件
• ⼝頭発表 182件
• ポスター発表 72件
• 招待講演 10件
• その他 5件

• キックオフシンポジウム, 2018年12⽉開催,
参加者数 125名

• 鷗外が⽬指した健康まちづくりと千葉⼤学OPERA
の「ゼロ次予防」 , 2022年12⽉開催,
参加者数 174名（会場23名／オンライン151名）

• WACoコンソーシアムが⽬指すゼロ次予防に基づ
く⾃然に健康になれる環境・まちづくり,

 2023年8⽉開催,
参加者数 372名（会場87名／オンライン285名）

千葉⼤学主催OPERAシンポジウム

• イノベーション・ジャパン2019, 2019年8⽉,東京
• イノベーション・ジャパン2022, 2022年10⽉, オンライン
• 健康まちづくりEXPO2023 , 2023年8⽉, ⼤阪
• イノベーション・ジャパン2023, 2023年8⽉, 東京

千葉⼤学OPERA関連の出展

千葉⼤学主催OPERAシンポジウム2022

千葉⼤学主催OPERAシンポジウム2023

健康まちづくりEXPO

受賞 25件
• 奨励賞, 第64回⽇本社会医学会総会, LINGLING, 2023
• 中⼭賞 ⼤賞, (公財)中⼭⼈間科学振興財団, 近藤克則, 2023
• 中⼭賞 褒章, (公財)中⼭⼈間科学振興財団, 中込敦⼠, 2023
• SDGｓ岩佐賞, (公財)岩佐教育⽂化財団, 塩⾕⻯之介, 2023
• 研究奨励賞, ⽉刊地域医学, 塩⾕⻯之介, 2023.                     他

新たな価値の概要：
Well Active Communityの達成
ü暮らしているだけで健康・活動的になるコミュニティの創出
ü健康増進に寄与する空間・場のデザイン・開発⼿法の創出
ü⾝体活動や社会参加などアクティブなプログラムの提供
ü⾏動や健康と地域環境の評価・改良が循環
ü⾼齢期における就労機会の確保

キーテクノロジー1：
0次予防デザイン・実装技術

キーテクノロジー2：
0次予防データプラットフォーム

キーテクノロジー3：
指標開発・評価技術

社会実装を⽬指す新たな価値

ゼロ次予防戦略によるWell Active Communityの
デザイン・評価技術の創出と社会実装

テーマ５（地域・社会領域） ：
健康コミュニティの評価システムの構築

研究領域

テーマ２（建物・施設領域） ：
施設類型に応じた健康空間のハード・ソフト開発

テーマ３（住宅領域）：
次世代に向けた健康住宅の開発

テーマ４（⾷環境領域）：
コミュニティに実装可能な⾷を中⼼とした

健康増進プログラムの開発

研究領域名称：

研究開発課題
テーマ１（地域・社会領域）：
健康コミュニティのデザイン⼿法の開発と実践

社会実装の技術・ノウハウ・設計⽀援ツールを開発する

予防効果を評価できる技術や指標、測定環境を開発する

ニーズ・シーズの発掘や⽐較評価が可能なデータ基盤を構築する

WACo実現に向けた課題
⽬指す姿

⼈を取り巻く多様な環境・サービスにゼロ次予防の要素を組み込む

実現に向けたフェーズごとのハードル

▶各ハードルを乗り越えるためのキーテク設定

因⼦解明 ゼロ次予防に資する要素が分からない

開発 ゼロ次予防に資する要素を商品化できない、実装で
きない

普及 認知や価格等の問題があり、世の中に広げることが
できない

E-mail: opera-waco@chiba-u.jp
住所: 〒263-8522 千葉市稲⽑区弥⽣町1-33 千葉⼤学 学術研究・イノベーション推進機構（IMO）
TEL：043-290-3605 FAX：043-290-3519
HP: https://opera.cpms.chiba-u.jp/


